
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

伝
え
る
」
こ
と
を
学
び
ま
す
。

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

森
岳
地
区
で
市
内
の
地
区
社
協

は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

は
、
地
域
に
密
着
し
た
地
域
福

が
六
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

る
方
、
本
を
読
む
こ
と
が
好
き

祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

森
岳
地
区
社
協
は
高
齢
者
の

音
訳
と
は
「
視
覚
」
か
ら
の

な
方
な
ど
ど
な
た
で
も
結
構
で

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
ひ
と
り
暮

情
報
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
方

す
。
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ

「
地
区
社
協
」
）
の
組
織
化
に

ら
し
高
齢
者
会
食
会
、
世
代
間

々
の
た
め
に
文
字
な
ど
を
「
音

ん
か
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

つ
い
て
関
係
団
体
と
協
議
を
進

交
流
事
業
を
活
動
の
柱
と
し
て

声
」
に
換
え
て
提
供
す
る
活
動

【
期
間
】

め
て
い
ま
し
た
が
、
森
岳
地
区

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
。

に
お
い
て
は
数
回
の
設
立
に
向

、
住
民
一
人

講
座
修
了
後
は
、
視
覚
障
害

平
成
二
十
一
年
十
一
月
六
日

地
区
社
協
と
は

け
た
会
議
を
経
て
、
八
月
二
十

ひ
と
り
が
社
会
福
祉
に
参
加
し

者
の
た
め
に
本
や
広
報
誌
、
生

～
十
二
月
十
八
日

四
日
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

て
、
地
域
の
中
の
た
す
け
あ
い

活
情
報
の
録
音
Ｃ
Ｄ
作
成
な
ど

毎
週
金
曜
日
（
全
七
回
）

森
岳
地
区
社
協
が
発
足
し
ま
し

を
育
て
て
い
く
た
め
の
組
織
で

【
森
岳
地
区
社
協
役
員
】

活
躍
の
場
も
あ
り
ま
す
。

【
時
間
】

た
。

す
。
地
区
住
民
や
、
町
内
会
、

会
長
＝
片
山
兼
秀(

町
内
会
連

養
成
講
座
で
は
「
上
手
に
読

昨
年
ま
で
に
三
会
地
区
、
杉

民
生
委
員
・
児
童
委
員
そ
の
他

絡
協
議
会
）

む
」
こ
と
で
は
な
く
「
正
し
く

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

谷
地
区
、
安
中
地
区
、
霊
丘
地

地
区
の
各
種
団
体
か
ら
選
出
さ

副
会
長
＝
大
屋
長
茂
（
民
生
児

【
場
所
】

区
、
白
山
地
区
で
地
区
社
協
が

れ
た
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

童
委
員)

、
肘
井
裕
子(

婦
人

既
に
発
足
し
て
お
り
、
今
回
の

れ
る
住
民
組
織
で
す
。

会)

、
馬
場
岩
男(

老
人
ク
ラ

島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

ブ)

、
中
島
一
雄(

青
少
年
健

霊
南
一
丁
目
十
七
番
地

全
育
成
協
議
会
）

受
講
料
】

事
務
局
長
＝
小
西
弘
文
（
町
内

【

会
連
絡
協
議
会
）

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

理
事
＝
田
中
三
智
雄
（
町
内
会

と
し
て
八
百
円
必
要
）

連
絡
協
議
会
）
、
平
方
宏
一

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

（
町
内
会
連
絡
協
議
会
）
、

前
田
力(

民
生
児
童
委
員)

、

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

氏
田
八
重
子
（
民
生
児
童
委

（

電
話
６
３-

３
８
５
５
）

員)

、
木
田
寛(

青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
）
、
岡
野
千
春

(

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会)

、

小
川
澄
子
（
婦
人
会
）
、
宮

崎
知
（
婦
人
会
）
、
吉
田
冴

美
（
婦
人
会
）
、
本
多
元
春

（
老
人
ク
ラ
ブ
）
、
石
橋
武

春
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

監
事
＝
山
川
憲
一
（
町
内
会
連

絡
協
議
会
）
、
岡
部
弘
典

（
民
生
児
童
委
員
）

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ
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島原市社会福祉協議会発行 社会福祉法人

本所 島原市霊南一丁目１７番地
（島原市福祉センター）
TEL 0957-63-3855

支所 島原市有明町大三東戊１３５２番地１
（島原市有明福祉センター１階）

TEL 0957-65-9090

http: www.shimabara-shakyo.or.jpﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ //

info@shimabara-shakyo.or.jpメール

■島原事業所

居宅介護支援（介護計画作成）・

ホームヘルプサービス・

島原市霊南一丁目１７

（島原市福祉センター内）

電話６５－５５３０

■有明事業所

デイサービス・

ホームヘルプサービス・

島原市有明町大三東戊１３５２-１

（島原市有明福祉センター内）

電話６５－９０９０

■障害児デイサービス事業所

（島原市通園施設「あいあい」）

島原市下川尻町７８９５

（長崎県島原病院別館）

電話６３－５１４４

では、高齢の方や障害のある方に介護島原市社会福祉協議会

サービスを提供しています。また、必要に応じ他の事業所の

サービスも紹介しています。

介護に関する心配事、お気軽にご相談ください。

」「介護 不安 相談に を感じたら、ご 下さい

市
内
に
６
カ
所
目
の
地
区
社
協

設立総会で協議する森岳地区社協役員のみなさん

＝森岳公民館

設
立
あ
い
さ
つ
を
す
る

片
山
兼
秀
会
長

▲

困ったら、悩んだら

心配ごと相談所へ

◆島原市福祉センター

（島原市霊南一丁目１７）

電話６４－７０５０

毎月第１・３火曜日 午後１時～４時

◆島原市有明福祉センター

（島原市有明町大三東戊1352）

電話６５－９０９０

毎月第２・４水曜日 午後１時～４時

社会福祉協議会では福祉の

相談はもちろん、あらゆる

相談を相談員が丁寧にお受

けします。

音
訳

養
成
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
講
生
募
集



小
川

学

六
ツ
木
町

中
村
清
喜

蛭
子
町
二
丁
目

香
典
返
し

八
月
五
日
、
六
日
、
島
原
市

二
日
目
は
視
覚
障
が
い
者
の

商
品
を
探
し
色
や
形
を
説
明
す

入
江
文
規

浦
田
一
丁
目

梅
崎
勤
一
朗

大
手
原
町

田
中
正
夫

西
八
幡
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
し

方
か
ら
日
常
生
活
の
様
子
や
子

る
手
伝
い
を
し
た
り
、
学
ん
だ

鶴
田
貞
孝

高
島
二
丁
目

中
尾
ヨ
シ
エ

萩
原
二
丁
目

元
村
好
男

坂
上
町

て
平
成
二
十
一
年
度
子
ど
も
ボ

ど
も
の
頃
の
話
を
聞
き
、｢

料

こ
と
を
活
か
し
上
手
に
介
助
を

森
田
和
男

桜
門
町

渡
邉
ミ
ネ
子

中
堀
町

安
野

淳

上
の
町

ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
を
開
催
し
ま

理
は
ど
う
や
っ
て
す
る
の
か
」

し
て
い
ま
し
た
。

松
本

純

城
内
三
丁
目

鐘
ヶ
江
恭
司

江
戸
丁

満
井
洋
子

湊
町

し
た
。

「
時
間
が
ど
う
し
て
分
か
る
の

他
に
も
点
字
で
自
分
の
名
前

谷
口
宏
治

船
泊
町

島
田
喜
一

原
町

三
原
勝
徳

大
手
原
町

市
内
の
小
学
六
年
生
三
十
九

か
」
な
ど
児
童
ら
か
ら
た
く
さ

を
書
い
た
り
、
手
話
で
あ
い
さ

古
瀬
育
洋

秩
父
が
浦
町

飯
塚
フ
ジ
ノ

上
新
丁
一
丁
目

宇
土
ミ
ツ
エ

湯
江
甲

名
が
参
加
し
、
一
日
目
は
ボ
ラ

ん
の
質
問
が
で
ま
し
た
。

つ
や
名
前
の
表
現
も
体
験
し
ま

た
い
で
す
。
」
「
普
段
で
き
な

草
野
未
江
子

高
島
二
丁
目

山
本
政
則

湯
江
丙

廣
瀬
恒
夫

大
三
東
戊

ン
テ
ィ
ア
の
心
が
ま
え
や
ボ
ラ

ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
目
の
見

し
た
。

い
良
い
体
験
を
し
た
の
で
、
体

亀
田
義
信

今
川
町

尾
崎

正

湯
江
乙

安
野
忠
光

大
三
東
甲

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
ど
ん
な
種

え
な
い
状
態
の
体
験
と
介
助
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
に
参
加

験
し
た
こ
と
を
他
の
人
に
も
教

松
島
雅
延

浦
田
二
丁
目

小
杉
光
子

大
三
東
戊

松
本
勝
代

湯
江
甲

類
が
あ
る
の
か
を
学
ん
だ
あ
と

方
法
を
学
ん
だ
あ
と
は
、
実
際

し
た
児
童
の
感
想
の
一
部
を
紹

え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
」
「
介

池
田
辰
己

上
新
丁
一
丁
目

荒
木
利
治

湯
江
丙

児
玉
義
孝

浦
田
一
丁
目

市
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

に
視
覚
障
が
い
者
の
方
の
介
助

介
し
ま
す
。
「
道
に
落
ち
て
い

助
を
し
た
あ
と
、
あ
り
が
と
う

鴛
﨑
千
代
子

有
馬
船
津
町

稲
田
キ
ミ
子

湯
江
甲

永
石
一
成

鎌
田
町

白
土
桃
山
二
丁
目

ー
で
高
齢
者
と
交
流
を
し
た

役
と
し
て
一
緒
に
買
物
に
出
か

る
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
、
低
学
年

と
言
わ
れ
、
う
れ
し
い
気
持
ち

横
田

徹

城
内
二
丁
目

金
子
卓
司

六
ツ
木
町

竹
中
康
晃

り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

け
ま
し
た
。
安
全
に
気
を
配
り

の
お
世
話
を
す
る
こ
と
も
立
派

に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

野
田

亨

新
山
一
丁
目

林
田
正
則

萩
原
三
丁
目

池
田

強

萩
原
二
丁
目

鐘
ヶ
江
ヒ
デ
子

青
葉
町

福
祉
機
器
に
触
れ
た
り
介
護
食

な
が
ら
、
周
囲
の
状
況
を
伝
え

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
知
り
ま
し

ア
っ
て
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

松
井
義
弘

西
町

吉
田
俊
明

有
馬
船
津
町

の
試
食
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

た
り
、
障
害
者
の
方
が
欲
し
い

た
。
自
分
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

た
。
」
児
童
ら
は
体
験
を
通
し

梶
山
フ
ミ
ヨ

中
町

平
野
岩
義

白
山
町

白
倉
捷
儀

田
町

ィ
ア
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
取
っ

竹
下
春
美

上
新
丁
一
丁
目

田
浦
正
代

大
手
原
町

山
口
昌
利

国
見
町
神
代

き
た
い
で
す
。
」
「
お
年
寄
り

た
よ
う
で
す
。

松
田
千
恵
子

下
川
尻
町

山
本
正
夫

大
三
東
戊

や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
困

福
祉
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
九
月
十
六

齢
者
疑
似
体
験
を
し
て
高
齢
者
の
不
自

大
隈
澄
江

江
戸
丁

宮
川
貞
一

大
三
東
乙

っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
相
手

日
に
有
明
中
学
校
で
、
九
月
十
七
日
に

由
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
な

正
木
新
吾

新
山
二
丁
目

村
尾
芳
子

萩
原
二
丁
目

の
気
持
ち
を
考
え
助
け
て
あ
げ

第
一
中
学
校
で
福
祉
体
験
学
習
が
行
わ

ど
の
感
想
を
述
べ
、
福
祉
へ
の
理
解
を

加
藤

敏

諫
早
市
多
良
見

吉
田
末
喜

大
三
東
戊

れ
ま
し
た
。

深
め
た
よ
う
で
し
た
。

岡
本
愼
一
郎

三
会
町

野
澤
道
子

片
町

生
徒
ら
は
手
話
や
点
字
、
高
齢
者
や

長
谷
川
重
雄

門
内
町

本
多
正
敏

桜
門
町

体
の
不
自
由
な
方
の
接
し
方
な
ど
を
学

満
汐
妙
子

稗
田
町

森
松
四
志
男

稗
田
町

び
「
点
字
や
手
話
に
興
味
を
持
ち
更
に

榊

博

浦
田
一
丁
目

森
﨑
浅
男

湯
江
乙

学
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
「
高

萩
原
和
隆

新
湊
二
丁
目

金
子
浩
幸

大
三
東
戊

森
永
直
美

萩
原
二
丁
目

一
般
寄
付

橋
本
祐
二

湯
江
甲

一
円
玉
寄
付

匿
名

新
山
一
丁
目

和
田
性
子

湊
町

馬
場
ヒ
サ
ヱ

下
宮
町

入
江
英
香

古
丁

佐
藤

彰

古
丁

相
手
へ
の
思
い
や
り
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
２
日
間

小
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
五
日

～
平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

視
覚
障
が
い
者
の
方
の

手
引
き
を
し
買
物
へ

▲

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

高
齢
者
と
一
緒
に
紙
相
撲

▼

若
菜
寮
、
上
田
宝
飾
時
計

店
、
白
山
公
民
館
、
江
川

照
男
、
山
口
勝
、
米
村
、

渡
辺
、
下
田
、
島
原
市
社

協
職
員
会

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切

は
発
展
途
上
国
の
伝
染

手病
予
防
や
医
療
品
の
購
入

資
金
、
知
的
障
が
い
者
問

題
の
社
会
啓
発
資
金
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。

は
業
者
を
通
じ

プ
ル
タ
ブ

て
換
金
し
車
い
す
の
購
入

。

資
金
に
使
わ
れ
ま
す

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・

プ
ル
タ
ブ
は
、
量
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切

手
・
プ
ル
タ
ブ
収
集
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

（
敬
称
略
）

し
た

有明中、一中生徒が福祉体験
障がい者や高齢者への理解深める

▲

高
齢
者
疑
似
体
験
を
す
る

有
明
中
３
年
生

車
い
す
体
験
を
す
る

一
中
３
年
生

▼

2009年10月 第20号し ま ば ら 社 協 だ よ り

点字体験に真剣に取り組む参加児童ら

＝市福祉センター




